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文責 伊藤美佳 

パワースポット ビオトープ 

ビオトープは、低学年の子どもたちの大好きな場所です。 

ビオトープで遊んでいるときの子どもたちは、穏やかな顔つきになったり、友達に仲

良く接することができたりしています。人間も自然の一部と感じられるところなのかも

しれませんし、自然の草木、生き物からパワーをもらえているのかもしれません。 

ビオトープが造られたのは、創立１３０周年記念の時です。造っている様子が、会議

室の後ろに展示してあります。また、中央玄関にある卒業生の写真もその時に揃えられ

て飾られています。２０年以上前の地域の方々や保護者の方々、その時の子どもたちや

先生方に感謝したいです。 

朝会で 

２９日（火）の朝、朝会を行いました。 

朝会では、すもう大会の表彰や町民運動会小学校リレーの表彰などを行いました。そ

の後に、子どもたちに話をした内容を書きたいと思います。 

朝会の始めの歌が、とても元気よく歌えていました。それだけでなく、とても楽しそ

うに体を揺らしたり、手拍子をつけたりしていたのもすてきでした。学芸会が楽しみに

なりました。 

さて、すもう大会で横綱や大関になった子たち、おめでとう。そして、紅白戦や練習

の取り組みを一生懸命全力で取り組んだみんなもかっこよかったです。一生懸命に取り

組んでいる姿に「あこがれ」ます。一生懸命取り組んだみんなに拍手をお願いします。 

また、町民運動会の小学校リレーでは、男子、女子ともに３位となりました。選手の

子たちはもちろんですが、選手とともに練習をがんばってくれた子たち、そして、練習

のために運動場を使って遊ぶことを我慢したり、大きな声で応援したりしてくれた豊坂

小学校のみんなで勝ち取ったものだと思います。がんばった豊坂小学校のみんなに拍手

をお願いします。 

最後に、１０月２３日には、３６０人近い先生方が豊坂小学校のみんなが勉強してい

る様子を見てくださいました。ある先生が「よく考えている子たちですね」と言ってく

ださいました。みんなが授業中に一生懸命考えて、友達と話をしている様子から、その

ような感想を伝えてくださったのだと思います。これからも、「どうする」と自分で考え、

行動できる豊坂っ子になっていってくれるものと期待しています。 

そんなみんなに、こんなとき「どうする」という質問をします。 

「目の前に、名前が書いてある落とし物がありました。名前を見てみると、同じ学年

の子ではありません。でも、名前は書いてあります。さあ、あなたならどうする」 

正解があるわけではありません。自分ならどうするか考えてみて、ぜひ、クラスの友

達と話し合ってみてください。いろいろな考え方を聴いて、自分なりの一番の答えを出

せるようになってくれるとうれしいです。 


